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①
教
育
の
質
向
上
、
相
談
体
制

充
実
の
た
め
に
人
の
拡
充
、
②
教

職
員
、
市
職
員
の
婦
人
科
検
診
の

受
診
率
を
上
げ
る
取
組
、
③
通
学

荷
物
軽
減
の
た
め
の
学
校
の
収
納

場
所
確
保
、
④
投
票
率
を
ア
ッ
プ

す
る
た
め
の
取
組
、
全
て
の
方
の

選
挙
権
の
保
障
に
つ
い
て
、
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

３
項
目
の
答
弁
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

①
市
講
師
の
教
員
と
の
打
ち
合

わ
せ
時
間
も
確
保
し
さ
ら
に
配
置

拡
充
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
―
カ
ー
の
人

的
拡
充
も
含
め
て
よ
り
専
門
性
が

発
揮
で
き
る
方
策
を
考
え
る
重
要

性
を
認
識
し
て
い
る
。

　

③
改
築
時
に
実
態
を
踏
ま
え
た

設
計
に
な
る
よ
う
考
慮
し
て
い
き

た
い
。

　

④
八
幡
通
り
公
園
公
営
掲
示
板

を
通
り
沿
い
に
設
置
で
き
る
よ
う

調
整（
設
置
さ
れ
ま
し
た
）。
郵
便

等
投
票
案
内
文
の
送
付
、
不
在
者

投
票
施
設
で
の
周
知
、
執
行
の
徹

底
等
障
害
の
あ
る
方
の
投
票
活
動

を
保
障
し
て
い
く
。

教
育
拡
充
、職
員
の
婦
人
科
検

診
、選
挙
、通
学
荷
物
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
は
、
改
築
時
に
仮
設

校
舎
を
建
て
ず
二
中
・
六
中
を
統
合
し
、

六
中
跡
地
に
二
小
を
立
て
る
こ
と
を
一

案
と
し
、
小
学
校
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

校
内
に
設
置
せ
ず
民
間
利
用
も
検
討
す

る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

学
校
改
築
は
、
コ
ス
ト
優
先
で
は
な

く
、
子
ど
も
の
た
め
、
教
育
的
視
点
で

考
え
る
べ
き
と
の
立
場
か
ら
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　

市
側
は
、
二
中
・
六
中
を
統
合
す
る

と
、
市
内
で
一
番
生
徒
数
の
多
い
学
校

に
な
る
。
学
校
統
廃
合
は
、
長
時
間
通

学
や
安
全
面
の
不
安
、
地
域
の
教
育
力

の
衰
退
な
ど
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
。
２４
年
度
に
市
民
意
見
を

聞
き
統
合
の
要
否
を
決
め
る
こ
と
か
ら
、

デ
メ
リ
ッ
ト
に
対
す
る
答
弁
は
差
し
控

え
た
い
。

　

学
校
内
プ
ー
ル
を
廃
止
し
、
民
間
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
課
題
に
つ

い
て
は
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
移
動
時

間
や
安
全
面
、
他
授
業
へ
の
影
響
、
経

営
状
況
に
よ
る
撤
退
の
リ
ス
ク
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
コ
ス
ト
面
で
は
、
施
設

更
新
の
６０
年
間
で
見
る
と
学
校
プ
ー
ル

設
置
と
民
間
利
用
は
変
わ
ら
な
い
と
答

弁
し
ま
し
た
。

学
校
改
築
は
子
ど
も
、

教
育
的
視
点
で
の
議
論
を

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の

総
称
）
汚
染
の
全
面
的
な
実
態
調
査
と

対
策
を
国
や
都
に
求
め
る
よ
う
質
問
し

ま
し
た
。
市
長
職
務
代
理
者
の
副
市
長

は
、
都
に
対
し
て
は
「
汚
染
実
態
の
原

因
究
明
及
び
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

…
…
市
が
実
施
し
て
い
る
調
査
対
策
に

対
す
る
財
政
支
援
を
図
る
こ
と
を
要
望
」

し
、
国
に
は
「
財
政
支
援
の
創
設
等
に

つ
い
て
要
望
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
水
道
水
だ
け
で
な
く
、
土
壌

・
農
作
物
・
民
間
井
戸
の
検
査
・
対
策

を
求
め
ま
し
た
。
副
市
長
は
、
市
内
に

あ
る
井
戸
の
う
ち
水
質
調
査
が
行
わ
れ

て
い
な
い
民
間
井
戸
に
つ
い
て
は
、「
水

質
調
査
…
…
に
対
し
て
の
支
援
」
を
考

え
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
た
物
価
高
騰
に
よ
り
市
民
生
活
が

大
変
に
な
る
中
で
さ
ら
な
る
対
策
を
求

め
ま
し
た
。
副
市
長
は
、「
物
価
高
騰
に

賃
金
の
上
昇
が
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、

市
民
生
活
は
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け

て
い
る
」
と
し
て
、「
公
共
交
通
事
業
者

運
行
支
援
や
、
水
道
料
金
値
上
げ
を
避

け
る
」
た
め
の
補
正
予
算
を
計
上
し
て

い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
の
強
化
、

物
価
高
騰
か
ら
市
民
の
く
ら
し

を
守
る
対
策
を

　

昨
年
１２
月
に
行
わ
れ
た
武
蔵
野
市
長
選
挙

で
は
、
日
本
共
産
党
、
立
憲
民
主
党
、
生
活

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
れ
い
わ
新
選
組
な
ど
が
支

持
し
た
笹
岡
ゆ
う
こ
候
補
は
、
わ
ず
か
３
３
９

票
差
で
当
選
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

党
市
議
団
は
、
市
長
選
の
政
策
協
定
で
笹

岡
候
補
と
取
り
交
わ
し
た
「
学
校
給
食
無
償

化
」な
ど
の
実
現
に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

　

昨
年
、
日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
で
、
２
名
か
ら
３

名
へ
と
議
席
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
議
団
単
独
で
条
例
案
を
出
せ

る
「
議
案
提
案
権
」
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
、「
議
案
提
案
権
」も
活
用
し
、
切

実
な
住
民
要
求
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

今
年
は
６
月
２０
日
告
示
、
７
月
７
日
投
票

で
東
京
都
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

都
政
史
上
最
高
の
都
税
収
入
が
続
い
て
い

る
の
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
願
う
、
多
摩
地

域
へ
の
保
健
所
増
設
に
も
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
対
策
に
も
消
極
的
な
姿
勢
を

小
池
都
政
は
と
り
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
、

営
業
、
環
境
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
都
民
を
苦

し
め
て
い
る
都
政
か
ら
、「
都
民
に
寄
り
添
う
都

政
へ
」
と
運
動
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
日
曜
版
に
よ
る
自
民
党

派
閥
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
収
入
の
報
告
書
未
記
載

と
裏
金
づ
く
り
の
ス
ク
ー
プ
を
き
っ
か
け
に
、

政
界
に
大
激
震
が
続
く
中
で
２
０
２
４
年
を

迎
え
ま
し
た
。
政
権
中
枢
の
幹
部
が
軒
並
み

役
職
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
、
検
察
の
事
情
聴

取
を
受
け
、
逮
捕
さ
れ
る
国
会
議
員
も
出
る

と
い
う
重
大
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
民
党
政
治
の
も
と
、
３０
年
に
わ
た
っ
て
経

済
成
長
が
止
ま
り
賃
金
は
上
が
り
ま
せ
ん
。
異

常
な
円
安
な
ど
に
よ
る
物
価
高
な
ど
と
相
ま
っ

て
市
民
の
く
ら
し
は
大
変
で
す
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
金
権
腐
敗
の
自

民
党
政
治
か
ら
「
清
潔
な
政
治
」
へ
、
平
和
、

く
ら
し
を
守
る
政
治
へ
の
転
換
の
た
め
に
が
ん

ば
り
ま
す
。

　
１
月
１
日
の
能
登
半
島
地
震
で
広
範
囲
に
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
、
今
な
お
多
く
の
住
民
が
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、

発
災
後
た
だ
ち
に
党
本
部
に
対
策
本
部
を
設
置
、

被
災
地
で
の
要
望
聞
き
取
り
、
調
査
、
救
援
活
動

に
と
り
く
み
、
日
本
共
産
党
市
議
団
も
１
月
５
日

の
三
鷹
駅
北
口
（
写
真
）
を
は
じ
め
、
党
支
部
・
後

援
会
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
各
地
で「
救
援
募
金
活

動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2024年 市民のいのち、くらしを守る政治に全力

建
設
委
員
、東
京
た
ま

広
域
資
源
循
環
組
合
議

員
、三
水
協
上
水
委
員

本
間
ま
さ
よ

保
育
士
増
や
し
、市
民
の

く
ら
し
応
援
の
市
政
を
前
に
！

橋
本
し
げ
き

介
護
保
険
、マ
イ
ナ
保
険
証
、

大
軍
拡・大
増
税
に
つ
い
て

総
務
委
員（
副
委
員
長
）、

議
会
運
営
委
員
、国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員（
会
長
）

厚
生
委
員
、外
環
道
路
特

別
委
員（
副
委
員
長
）、議

会
広
報
委
員
、青
少
年
問

題
協
議
会
委
員

三
島
　杉
子

学
校
給
食
無
償
化
な
ど
実
現
へ
、

み
な
様
の
声
の
後
押
し
を
！

「
議
案
提
案
権
」を
生
か
し
た
議
員
団
活
動
へ

今
年
は
、東
京
都
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

「
政
治
と
カ
ネ
」金
権
腐
敗
の
自
民
党
政
治
か
ら

「
清
潔
な
政
治
」へ
の
転
換
を

一般質問
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第
４
回
定
例
会
に
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、「
国
保
」）
税

の
値
上
げ
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
均
等
割
額
を
１
人
５

千
円
値
上
げ
し
、
所
得
割
率
の
引
き
上
げ
と
合
わ
せ
、
国

保
加
入
者
１
人
当
た
り
年
額
平
均
８
１
７
５
円
も
の
値
上

げ
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
の
値
上
げ
額
を
大
き
く
超
え
る

も
の
で
す
（
図
１
）。

　

４
人
家
族
（
就
学
児
童
２
人
）
で
世
帯
の
給
与
収
入
が

４
３
０
万
円
の
世
帯
で
は
、
年
額
の
国
保
税
が
３
２
０
０

０
円
ア
ッ
プ
し
、
４３
万
３
３
０
０
円
（
１
か
月
分
の
給
与

収
入
以
上
！
）
に
な
り
ま
す
。
同
じ
世
帯
収
入
の
協
会
け

ん
ぽ
加
入
世

帯
の
保
険
料

は
約
２２
万
円

で
す
。
た
だ

で
さ
え
高
い

国
保
税
の
負

担
が
い
っ
そ

う
重
く
な
り

ま
す
。

　

国
保
は
す
べ
て
の
国
民
が
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る

た
め
の
社
会
保
障
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て
財
源

を
確
保
す
べ
き
で
す
が
、
自
民
党
政
権
に
よ
る
１
９
８
４

年
の
法
改
定
で
国
保
へ
の
定
率
国
庫
負
担
を
削
減
。
そ
の

後
も
国
庫
負
担
を
減
ら
し
続
け
、
２
０
１
８
年
に
は
自
治

体
が
独
自
に
行
っ
て
い
る
国
保
税
軽
減
の
た
め
の
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
や
め
さ
せ
、
値
上
げ
を
押
し
付
け
る

「
国
保
の
都
道
府
県
化
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
国
保
税
の
大
幅
値
上
げ
は
、

医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
方
を
生
み
、
本
来
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
の
役
割
を
果
た
せ
な
く
な
る
、
市
民
の
命
と
健
康
、
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
、
一
般
会
計
か
ら
必
要
な
繰
り
入
れ
を

し
て
国
保
税
を
値
上
げ
し
な
い
こ
と
、
国
や
都
が
財
政
責

任
を
果
た
す
よ
う
、
市
と
し
て
要
望
す
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
会
派
に
属
し
な
い
議
員
３
名

と
と
も
に
値
上
げ
案
に
反
対
し
ま
し
た
が
、
自
民
、
公
明
、

立
憲
・
ネ
ッ
ト
、
維
新
、
ワ
ク
ワ
ク
の
会
派
が
賛
成
し
て
値

上
げ
案
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
住
民
税

非
課
税
世
帯
、
２
０
２
３
年
度
中
の
家
計
急
変
世

帯
に
対
し
、「
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

重
点
支
援
給
付
金
」
と
し
て
１
世
帯
７
万
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
昨
年
夏
以
降
３
万
円
支
給
さ
れ
た

世
帯
は
追
加
支
給
と
な
り
ま
す
。
家
計
急
変
世
帯

は
改
め
て
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
と
し
て
学
校
避
難
所
用
井
戸
に

お
け
る
非
常
用
浄
水
器
の
設
置
（
９
月
総
務
委
員

会
報
告
、
当
ニ
ュ
ー
ス
２
０
２
３
年
秋
号
で
詳
報
）

に
つ
い
て
、
計
画
通
り
１８
台
を
購
入
す
る
予
算
が

計
上
さ
れ
、
買
い
入
れ
議
案
と
と
も
に
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
度
に
全
国
的

に
み
て
も
先
進
的
な
「
武
蔵

野
市
気
候
市
民
会
議
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で「
市

民
が
と
り
く
む
べ
き
行
動
」

と
し
て
支
持
が
高
か
っ
た
行

動
を
中
心
に
、
市
民
の
行
動

指
針
と
し
て
「
気
候
危
機
打

開
！
む
さ
し
の
市
民
エ
コ
ア

ク
シ
ョ
ン
」
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
、
１
月
に
全

戸
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施

設
と
し
て
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

ひ
ま
わ
り
マ
マ
が
運
営
す
る

「
ひ
ま
わ
り
こ
そ
だ
て
ひ
ろ

ば
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
」
が
境
南

町
２
丁
目
に
開
設
さ
れ
、
１

月
に
利
用
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

認
証
保
育
園
「
武
蔵
野
プ

チ
・
ク
レ
イ
シ
ュ
」
は
境
南

町
か
ら
境
２
丁
目
に
移
転
し
、

市
は
移
転
す
る
施
設
工
事
費

へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
１１
月
に
吉
祥

寺
本
町
２
丁
目
で
ビ
ル
建
設

の
基
礎
工
事
中
に
土
留
め
が

崩
れ
、
け
が
人
な
ど
は
出
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
隣
接
す
る

市
の
道
路
が
大
き
く
陥
没
す

る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
が
管
理
す
る
道
路
施
設

等
に
損
害
が
発
生
し
た
た
め
、

２
０
２
３
年
１１
月
に
隣
地
の

開
発
事
業
者
は
市
に
対
し
４

５
０
０
万
円
余
り
の
損
害
賠

償
金
を
支
払
い
ま
し
た
。

　

原
油
価
格
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
対
し
て
、
市
民

の
足
を
確
保
す
る
た
め
に
運
行
継
続
を
図
る
支
援

金
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
支
給
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

バ
ス
事
業
者
に
対
し
て
は
上
限
２
０
０
万
円
、

法
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
対
し
て
は
上
限
１
０
０

万
円
、
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
対
し
て
は
５
万

円
の
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。
申
請
受
付
期
間
は
３

月
８
日
ま
で
で
す
。

　

市
議
会
に
「
ヘ
ル
パ
ー
の
処
遇
改
善
を
求
め
、
国
に
意

見
書
の
提
出
を
」
求
め
る
陳
情
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
日
本
共
産
党
、
立
憲
・
ネ
ッ
ト
、
会
派
に
属

さ
な
い
議
員
２
名
の
計
１０
名
が
採
択
に
賛
成
し
ま
し
た
が
、

自
民
、
公
明
、
維
新
、
ワ
ク
ワ
ク
、
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
１
名
の
計
１３
名
の
反
対
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、
医
療
や
介
護
な
ど
ケ
ア
労
働
の
大
切
さ
が

改
め
て
叫
ば
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
介
護
職
員
の
平
均
月

額
賃
金
は
、
全
産
業
の
平
均
賃
金
と
比
べ
４
万
円
低
い
と

い
う
状
況
で
す
。
２
０
２
４
年
２
月
か
ら
国
は
６
千
円
の

賃
上
げ
を
す
る
と
言
い
ま
す
が
、
ま
っ
た
く
実
態
か
ら
か

け
離
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
介
護
を
担
う
介
護
職
員
の
不
足
で
必

要
な
方
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況

が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ケ
ア
労
働
者
の
処

遇
改
善
は
待
っ
た
な
し
で
す
。
利
用
者
の
負
担
増
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
、
公
費
負
担
割
合
を
引
き
上
げ
、
国
の
責

任
で
処
遇
改
善
を
行
う
べ
き
で
す
。

４
人
世
帯
で
国
保
税
３
万
２
千
円
の
値
上
げ
！

物
価
高
騰・イ
ン
ボ
イ
ス
導
入・コ
ロ
ナ
禍
の
痛
手
が
市
民
の
く
ら
し
を
圧
迫
の
中

市
民
の
足
を
確
保
す
る
た
め
に

　
　
　公
共
交
通
事
業
者
運
行
継
続
支
援
金
を
支
給

ケ
ア
労
働
者
処
遇
改
善
は
待
っ
た
な
し

日
本
共
産
党
市
議
団

「
介
護
に
つ
い
て
の
陳
情
」採
択
に
賛
成

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
７
万
円
を
支
給
し
ま
す

非
常
用
浄
水
器
の
買
い
入
れ

武蔵野市国民健康保険税
最近の値上げの推移

今回は、１人あたり8000円を超える
という、かつてない大幅値上げに！
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2018年度 2020年度 2022年度 2024年度

（１人当たり年額）

補正予算は全会一致で可決「気候危機打開！ むさしの市民エコアクション」

地域子育て支援拠点施設が境南町にオープン！

吉祥寺本町道路陥没事故で事業者が市に損害賠償


